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た
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な
き
善
意
の
努
力
の
生
涯
で
は
あ
っ
た
が
、
個
々
的
な
法
の
害
悪
を
示
し
.そ
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を
救
済
せ
ん
と
す
る
と
と
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費
さ
れ
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決
し
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突
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れ
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友
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ゆ
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；
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ボ
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通
じ
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世
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-
が
ア

d
リ
カ
-を
襲
.っ
.た
時
に
は
、
国
民
の
大
多
数
に
ひ
ろ
'が
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貧
困
の
問
題
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洽
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指
導
者
層
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と
づ
て
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す
る
と
と
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.で
き
な
い
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的
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大
問
題
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あ
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た
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と
り
わ
け
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速
な
絍
織
化
と
そ
の
'政 

治
的
活
動
が
、：
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ユ
.
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，
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推

進
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0
て
ヮ
グ
ナ
I
法
ゃ
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保
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立
を
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し
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リ
カ
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こ
と
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の
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倩
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最
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物
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に
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存
在
し
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中
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を
得
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結
果
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労
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じ
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て
耝
織
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進
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.貧
困
の
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較
的
上
層
部
に
お
；い
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は
、
戦
時
経
済
の
完
全
雇
用
的
な
労
働
市
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も
背
景
と
し
て
、
次
第
に
国
民
総
生
産
の
分
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分
が
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"て
ん
す
る
通
路
が
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れ
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後
の
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時
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ぺ
の
復
帰
に
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っ
て
懸
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さ
.れ
た
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す
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復
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内
需
要
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れ
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声
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育
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題
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い
て
い
る
し
、
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た
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年
に 

は
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っ
た
年

収
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〇
〇
ド
ル
と
い
う
貧
乏
線
に
つ
い
て
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統
計
的
論
議
：に
具
体
的
例
証
を
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供
す
る
目
的
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っ
て
、
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#

-t
l
祉
関
係
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体
か
ら
大
統
領
経
済
報
告
書
作
成
：の
た
め
の
両
院
合
同
委
員
会
に
送
ら
れ
た
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.满
得
一
〇
〇
世
帯
の
：陳
查
結
果
が
出
版
さ
れ
て
い
る
'。
さ
ら
に

五
五
年
と
2L
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年
に
わ
た
っ

て

、
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低
所
得
問
題
に
つ
い
て
の
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院
合
同
委
員
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か
れ
る
と 
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.
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よ
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.に
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>
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消
滅
し
て
い
た
わ
け
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か
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一：一
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年
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だ
.る
ブ
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リ
ヵ
貧
困
問
題
の
歴
史
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た 

場
合
に
％

、、：そ
の
目
的
は
む
し
:6
.こ
.の
よ
う
な
経
驗
を
、
後
進
国
は
じ
め
貧
困 

が

.い
ま
：だ
未
解
決
で
あ
.る
他
の
地
域
で
の
社
会
活
動
.に
：い
か
に
役
立
た
せ
る
か 

.
と
い
，う

'-
2
1こー
.ろ
”に
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か
れ
て
い
.た
とV

い(

.つ

.て
よ
■か
ろ
.う
。>
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が
.五
0
年
後
半 

.

か
ら
，急
速
に
た
.か
ま
つ
て
い
つ
た
ア
メ 

U
,力
経
済
に
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け
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技

術

举

新

の

波
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つ)

て
、̂
産
業
の
.地
域
移
動
を
之
も
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ダ
経
済
構
造
；の
変
動
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渦
が
ま
き
お
こ
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の
顏
象
は
、
.次
第
に
組
織
化
'さ
れ
た
産
業
社
会
に
も
侵
'入
す
る
に
い
た
り
、
貧 

'，
困
問
題
は
ふ
た
た
び
世
論
ヒ
よ
タ
て
-^
発
見
卜
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
:-

た
の
'で
あ
る
。
.
.
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.

一：'
.こ
'
.
.
.
.
ン

: 

' 

'
こ

の

：よ

ぅ

な

世

論

は

、

」

や

が

，て

ヶ

ネ

V

ィ

政

権

め

登

場

と

と
.：も
に

六

一.年
の

：
ン 

最

低

賃

金

法

改

正

を
.は
じ

め

ど

す.る
：
一
連.の
対

策

を

生

み

だ

ず

：こ

と

；
と

^:
る 

が

-れ
ら
は
い
ず
れ
も
所
期
の
目
的
を
達
す
る
に
十
分
な
も
の
..と
は
^>
.い
'が 

:

た
く
、
'
.ヶ
.ネ
デ
ィ
：の
後
を
継
い
：、だ
ジ
ョ
ジ
ソ
ン
.の
六
四
年
.の
年
頭
教
書
に
も
、
：

-
w
a
r

o
n po

v
e
r
i
y
-

の
掛
声
と
な
つ
て
現
わ
れ>

0

る
を
え
な
く
な
つ
て
い 

る
。
こ
こ
に
紹
介
す
：る
：ハ：：ア
リ
ン
グ
ト
ン☆

Theother: A
m
e
r
i
c
a

〒
は
、
こ 

の
よ
ぅ
众
動
向
に
決
定
的
な
展
望
を
あ
た
え
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
年
こ
'

シ 

ガ
ン
大
学
の
諸
学
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
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：

-
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n
8
m
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t
a
t
e
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-
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こ
の
問
題
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対
す 

る

詳

細

な

統

計

的

分

析

..を

試

み

て

い

る

の

と
.
な
ら
ん
で
、
き
わ
め
て
注
目
す
ベ 

き
内
容
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本
書
.は
六

四

年

に

^
.
.
で

に

六

版

を 

.
©ね
：'
へ
シ
'ギ
y
叢
書
の
特
輯
版
..に.も
収
録
さ
，れ
て
、.
.
.
ァ
メ
リ
：力
-の
.諸
大
学
で
. 

は
社
会
福
祉
講
座
：の
参
考
書
と
し
て
も
.広
く
使
用
さ
れ
.て
い
，
る

模

様

で

あ

る
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本
書
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章
お
' よ
、び

>

に
よ
っ
て
構
成
さ

れ

、
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章

?

Invisible. L
a
n
d

は
、
五
0
年
代
の
新
し
い
貧
困
、が
、
政
治
当
局
者
に
ぅ
っ
た

え
る
ベ
き
組
織
も
代
弁
者
本
持
だ
な
い「

目
.に
見
え
な
い
貧
困」

.で
あ
り
，
ガ

ル
ブ
レ
イ
ス
が
い
み
じ
く
も
栺
摘
し
た
よ
う
に
u
Hgr
tf
t
ミ

minority poor

六
八
''(

七
：四
八)

in 

f

 2̂

ぐ
で
あ
る
こ
^
を
と
.り
.あ
げ
る
。：

そ
れ
は
た
し
か
に
、
数
百
万
の 

-A
P
;が
飢

え

に

：
泣

く

後

進

国

の

；
貧

困

と

.は
相

違

し

て

い

る

よ

ぅ

に

.み
え

る

が

、

.し
、

：
も

数

千

方

の

ア

.メ
ゾ

ヵ

人

：
1
1は
、
，、
身

体

的

に

も

精

神

的

に

も

不

具

の

状

態 

.に

.あ
り
、：入
た
る
に
値
す
3
生
嘏
に
必
要
な
栄
養
に
も
、
.住
居
に
も
、
教
育
：に 

;%
、
医
療
に
も
め
ぐ
ま
れ
ザ
、
期
待
感
を
失
つ
て
打
ち
ひ
し
が
，れ
て
い
る
。

^
れ
は
ア
メ
リ
ヵ
人
ロ
-0
五
分
の
一
な
い
し
四
分
の1

に
達
し
、
そ
の
中
心
は 

不
熟
練
労
働
者
、
移
民
農
業
：労
働
者
、
黒
人
を
は
じ
め
と
す
る
少
数
民
族
、
は

，

..
よ
び
老
人
で
あ
：つ
て
、
と
れ
ら
.は
相
混
合
し
：て
経
済
発
展
.に
取
り
の
こ
：さ
れ
た 

"Culture of p
o
v
e
r
t
y
^

の
悪
瀬
環
に
お
ち
い
,つ
て
い
る
。
ガ
ル
ブ
レ
ィ
ス 

が
そ
の
：「

豊
か
な
社
会」

^

中
.で
こ
の
問
題
を
良
摘
し
た
：の
は
た
し
か
に
す
ぐ 

れ
て
：い
る
が
、」

そ
の
量
的
評
価
に
お
い
て
.あ
や
ま
っ
て
い
る
。
.現
在
の
貧
困
り 

'.「

新
1>
さ」

：：は
、「

驚
<
べ
：き
経
済
発
展
と
.
.一
般
的
な
生
活
水
準
の
向
上
と
：が
、

正

に

そ

の

.対

極

に

お

い

で

.
、
.
.
.相

対

的

に

は

少

数

者

で

あ

る

が

絶

対

量

と

し

て

は 

相

-^
数
に
.達
す
る
貧
困
を
：不
断
に
.造
り
出
し
て
い
る
■と
い
ぅ
。up

s
i
d
e
-
d
o
w
n

、
 

in the, e
c
o
n
o
m
y

マ
に
求
め
ら
.れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

^

.
第
一1 章

.：The: Rejects;

に
お
い
て
は
、

技
術
.革
新
に
取
り
の
こ

さ

れ

、

あ 

、
-§
い
.は
職
場
を
失
つ
.て
転
落
す
る
労
働
者
の
貧
困
が
抵
摘
さ
れ
る
。

一
九
六
一 

.

.年
の
最
低
賃
金
法
改
疋
に
..当
_つ
.て
、
.
A

FL-
n
c
.
I
O
'

は
新
^
.
,六
3:
'
〇
万
の 

労
働
者
を
.そ
：
の

適

用

範

囲

；
に

.包
括
す
る
よ
3
に
提
案
し
た
が
、.政
府
案
は
約
三 

0

0
万

0
努
働
者
に
.範

囲

：
を

：拡

大

す

る

に

止

ま

' つ
.
たf' 
..現
在
こ
の
鬼
,
.の
辛
4 

に

：
ー

六0
〇
方
以
：上
の
都
市
低
賃
金
労
働
者
が
残
存
し
、
そ
れ
ら
は
週
給
四
五 

ド
ル
內
外
の
三
〇
万
人
に
.及
ぶ
被
服
産
業
労
働
者
、
，' 四八
ド
ル
程
度
の 
一
ニ
五
：
 

万
人
の
ー
般
商
店
見
を
は
.：じ
め
.と
.し
て
、
ヾ
四
六
~
七
ド
ル
の
洗
濯
業
：.
ホ
テ
レ

• - . • ' . d ご: : ぐ:^::へ::，

；

業
等
の
労
働
者
、
病
院
従
業
員
、
小
売
店
員
、；

飲
食
：

m:

の

皿

洗

い

.、
'.パ

ス
.•
ボ
，
 

—

ィ
、
家
事
労
働
者
等
に
よ

ら

て
構
成
さ

れ

て

い

る

。

飲

食

店

の

皿

洗

い

や

婦
 

人
の
料
理
手
伝
入
、
あ
る
.い
は
家
事
宇
伝
人
達
は
.、
.：お
そ
ら
.く
年
額
，一.
o

o

o 

ド
ル
程
度
：の
収
入
を
得
て
い
る
：に
す
ぎ
な
い
.で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
.の
大

部

分

t
' 

未
組
織
で
あ
り
、
：
そ
の
低
賃
金
と
.は
げ
し
い
移
動
と
は
組
合
の
組
織
活
動
を
き 

わ
め
て
困
難
な
も
の
と
し
て
お
り
、
一

見

組

織

化

さ

れ

て

い

る

よ

う

：に

見

え

る
 

部
分
も
実
は
、
1
1
3
^
^
1
:
6
€
2
-
8
.

,2
の
手
中
に
：あ
る
も
の
で
、
.
こ
の
良
\
F
L
.
.
n 

G
-
I 

0

0

「

不
可
侵
1-
'
協
定
は
、
.
こ
れ
ら
の
恐
喝
者
共
を
真
面
目
な
組
合
組
織 

者
達
か
ら
防
禦
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
：'-
.

こ
れ
ら
は
本
来
的
に
経
将
齋
展
か
ら
取
^
©.
.こ
さ
れ
て
い
る
停
滞
的
な
諸
階 

.
層

で

あ

る

が
:'
■こ
れ
に
加
え
て
技
術
革
新
'に
よ
り
職
を
^

0
.
て

転

落

す

る

.
労

働
 

者
が
新
し
い
，Îndustrial Poverty

2

の
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。

一
.

九

ニ

九

年

に

は

総

労

働

力

人

.ロ

の

五

九
■%
は

賃

金

労

働

者

で

あ

つ

た'
^
,、

五

七
 

年

に

は

四

七

‘％

に

敗

少

し

て

お

り
、

.
^
三

年

か

ら

.五

九

年

の

間

に.
.一

五

〇

万

.の 

ノ労
働

者

が

経

済

活

動

か

ら

排

除

さ

れ

て

い

る

反

面

、

俸

給

生

活

^

!
は

六
0

万

も

. 

■増

加

し

て

い

る

。
P

ス

が

-

J

J

^

&a.
^

F
e
u
d
a
l
i
s
n
r
，

.と

し

て

指

摘

し

て
->

る
よ
う
に
>
大
企
業
労
働
者
は
そ
の
也
活
基
盤
を
専
ら
企
業
の
福
利
制
度
に
求 

め
•る
'よ
う
に
な
：つ
て
来
て
お
り
、
.例
え
ば
五
六
年
に
.デ
ト
ロ
ィ
ト
の
.パ
ッ
ヵ
ー
_ 

ド
.が
閉
鎖
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
、
.と
り
わ
け
中
年
層
の
.熟
練
労
働
者
達
は
、
上 

，院
の
失
業
問
題
委
員
会
の
言
を
か
り
る
な
ら
ば
"
T
8 

old 

to 

work, 

.too 

yornig t
o

这
江
3
、
と
い
-'
5

苦
況
忙
立
た
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。'
皮
等
は
贺
働 

者
階
級
中
の「

中
産
階
級」

と
し
て
、
自
宅
を
持
ち
、
抵
当
に
よ
'つ
て
自
由
に

購
買
を
し
て
.い
た
関
係
等
も
手
伝
つ
.て
、
筒
準
に
新
し
い
職
場
.を
求
め
て
移
動

.

.

.

. 

• 

.

. 

.

.
書

h 

.

評 

.

す

る

こ

と

が

困

難
.な

タ

ち

に

、.
次

第

に

4
h
e

 

o
t
h
e
r

 

A
m
e
r
i
c
a

:-
の

住

人

に
 

®

す

る

場

合

が

多

い

の̂

あ

る
'

三

;;
:
v 人
-;
:

:

:

:

:

:

ヾ

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.
• 

V 

•• 

.

.

.

.

.

.

第
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章

^

a
s
t
u
r
e
s
.

 

o
f

 

p
l
e
n
t
y

:::
^

ア

。ハ

テ

チ

ア

の

山

地

に

取

り

残

さ

れ
 

て

中

西

部

の

機

械

化

さ

れ

た

農

業

と

の

競

争

に

圧

迫

ざ

れ

つ

つ

、

次

第

に

都

市
 

に

流

出

し

て

そ

の

亡

命

者

的

集

団

と

化

そ

ぅ

と

し

て

い

る

零

細

農

.民

動

向

を

画
 

:

き

出

す
.
一
；方

、

南

部

を

は

じ

め

と

す

る

機
-̂
化

：の

お

く

れ

た

自

作̂

が

、

地

域
 

開

発

：に

ょ

るH

場

誘

致
^

も

が

が
.わ

ら

ず

、
，
結

局

低

所

得

農

業

と

低

賃

金

產

業
 

と

の

結

合

に

終
.
っ

て

い

：
る

成

を

指

摘

す

る

。

ま

た

機

械

化

の

進

ん

だ

ヵ

リ

フ

•ォ 

ル
 

>
1

ア

0

大

農

経

営

で

：は

、
：.
危

険

な

労

働

条

件

の

下

に

多

く

の

婦

人

や

年

少

労
 

,
働

者

.が

、

I

時

間

五

〇
.セ

ン

卜

足
'̂

ず

の

賃

金

，で

長

時

間

労

働

に

従

事

し

、

そ
 

の

組

織

化

は
A

F

Lの
：：「

農

業

労

働

者

組

織

委

員

ム

-

の

活

躍

に

も

か

か

わ

ら
 

す

困

難

を

き

わ

め

，て

い

る

。

#

四

章

.

I
f

 

Y
o
u
v
e
B
l
a
c

'KS
t
a
y

 

B
a
c
k

で

は

、

黒

人

の

都

と

も

い

ぅ

べ

き
 

ニ

テ

ー

ョ
.丨

ク

の
.：

ハ

ー

レ

上

に

お

：い'
て

す

ら

、

黒

人

家

族

の

半

数

(

白

人

は

五
 

.分

.の
:
一
.

)

は

：年

収

四

〇
.0
〇

ド

ル

以

下

で

あ

り

、

そ

の

乳

幼

児

死

亡

率

は

四

五
 

■•
三

%>(

白

人

は一

五
i
.
四

%»)

へ

に

達

す

る

現

状

が

詳

細

に

画

き

出

さ

れ

る

。 

彼

等

の

貧

困

は
.
.、

K

メ

リ

：力
'の

：
貧

困

，
の

.
全

て

の

側

面

と

密

接

に

結

：合

し

，
な

が
 

ら

、
.
.そ

の

最

も

制

度

化

さ

れ.だ

、
一

古

典

的

な

部

分

を

構

成

す

る

。

彼

等

は

最

も
 

.
労

働

条

件

の

悪
.い

、
，：
最

低

賃

金

の

職

場

に

働

き

、

-
そ

.の

上

、

同

種

白

人

労

働

者
 

.

の

五
<

%

の

貴

金

し

か

：受

け

取

っ

て

い.な

い

。
：
.
.

，■
■

以

上

.は

い

ず

れ

か

と

い
.え

ば

.ア

メ

リ

ヵ

社

会

の

停

滞

的

な

貧

困

層

に

属

す

る

六

九

.

(

七

四

九)



■も
の
.で
■あ
、る

が

：、

；

第

五

章Three 

po
^

a
s -
g
,
'

に

お

：
い

て

は

，
不

況

と

■
オ

I
.
ト
 

メ
ー
シ
ョ
ン
の
交
替
過
程
に
お
い
て
、
'都
市
生
活
の
新
し
い
問
題
と
な
り
つ
つ 

^

1

-種
類
の
貧
困
费
：す
な
わ
.ち
中
産
階
級
0
精
祌
的
空
疎
に
反
抗
レ
て 

:

落
す
^
ビ
;1
:
:
ト族

等

：の

知

的

貧

困

者

、
：

.お
よ

，びヵ

ト
:y
:
ジ
グ
へ
.の

よ

ヶ

な

旧
 

い
化
集
団̂
属

す
^
労

働

者

を

：は

じ

め

，

あ

ら

ゆ

る

社

会

階

級

的

、

.|
,
*
化

的

背

景

ノ 

か

ら

：,®
落
し
て
ブ
ル
' コ—

ル
中
涛
と
慈
善
的
救
济：

の
間
を
彷
徨
す
.る
敗
残
者
;C
D 

群
、.
‘さ
ら
に
単
に
ア
。ハ
.

1

フ
チ
ア
の
山
坶
の
：み
な
ら
ず
，)

ア

ー

ヵ

ン

，
サ
，
ス

一

や

ミ

ズ
 

あ
''る
い
ば
.西
海
岸
地
帯
か
ら
、.
'
:
特

に

戦

掌

の

：
労

働

需

要

に

：び

：
か

：れ 

て
都
市
に
流
入
.し
た
.ま
ま
、：.そ
の
文
化
的
生
活
：か
ら
疎
外
き
，.れ
'て
，
：
：
た

tjrban, 

h
m
b
m
i
e
s
i

と
化
し
て
い
る
入
々
に
つ
い
て
逃
ベ
ら
：れ

る

：

.
第
六
章'The i

e
n

 Y^ars

':-'.

は

;'L:
九
六
Q
年
に
全
人
ロ
.の
略
々
九
%
、七

：： 

五
年
に
.は

--
*
割
に
達
す
る
と
■
胄
さ
れ
る
六
五
歲
以
上
人
.
'
!
:
!

の
約
半
数
が
：貧
困 

で
あ
り

;.
'
老
人
の
共
通
性
で
あ
る
不
健
康
、:-
'稼
得
能
力
の
.喪
失

、
.
和

よ

び

社

会
 

と
の
疎
外
と
い
づ
た
苦
悩
が
"、
'，と
り
わ
げ
こ
れ
ら
貧
困
者
の
上
に
重
く
の
し
か 

か
っ
て
来
'る
^
実
を
^
調
す
る
。
：
こ
の
^
^
層
に
お
け
る
か
よ
う
な
貧
困
者
の 

集
積
は
、
_ I

部
は
.そ
の
半
生
を
貧
困
の
う
ち
，に
過
し
て
次
第
に
老
齢
化
し
た
者 

に
よ
.っ
て
構
成
さ
：れ
る
と
共
に
、
他
の
一
部
は
考
齢
化
に
っ

れ

て
上
層
が
ら

脱
 

落
し
て
く
る
不
熟
練
.•半
熟
練
労
働
者
、.
技
.術
茶
新
に
取
り
の
こ
さ
れ
た
熟
練 

労
働
者
、
老
齢
化
し
弋
か
ら
苒
度
追
加
所
得
を
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ 

た
婦
人
、
及
び
社
会
保
障
の
適
用
外
に
お
か
れ
た
邀
業
労
働
者
等
を
包
括
し
て 

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
.で
あ
る
。
.平
均
と
し
：て
は
老
齢
者
の
三
.分
の
.一
一
な
.
い

し 

四
分
の
三
は
社
会
保
障
の
.適
用
を
う
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
.の
寡 

婦
の
よ
う
な
身
よ
り
の
な
い
独
身
者
で
年
収
一
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
の
者
に
つ
い

七o

 

(

七
五
〇
>

て
は
、
僅
か
三
七
％
し
か
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
い
。
彼
等
は
若
年
齢
者
の 

.移

動

に

取

り

残

さ

れ

て

次

第

に

を

構

成

し

、
彼
等
に
精
神 

的

平

安

を

：
あ

た

：
え

：
る

ベ

；
き

社

舍

事

業

活

動

家

も

、

，
組

織

の

官

僚

化

と

経

済

的

制

：
. 

.約
の
.•た
.め
^
所
.期
の
自
.的
を
達
す
る

こ

と
'が
.で
き
な
い
。

さ
ら
に
第
七
章
：Th

e
'
T
&
t
e
d
;
^
l
r
i
t

に
お
い
て
は
、
社
会
の
上
層
部
に 

:比
較
3
で

は

る

か

：
に

多

数

：が
；
つ

重

症

の

精

神

障

害

者

を

か

.
か

え

て

い

る

貧

困

霤
 

の
病
理
状
況
が
.画
.き
だ
さ
れ
る
。：
彼
等
.の
生

活

に

：
は

数

種
.の
.
ス

ト

レ

ス

要

因

が 

加
重
さ
れ
て
^
り
、
ァ
ル
„
.丨
ル
中
毒
患
者
等
の
_
ム
ロ
を
の
.ぞ
け
ぱ
、
精
神
的 

欠
陥
の
故
.に
»
困
に
転
落
し
.た
者
ょ
り
も
^
貧
困
の
結
果
精
神
に
異
常
を
来
し 

:

て
い
る

':̂

考
え
ら
れ
る
.̂§

方
が
は

る

が

に
多
い
。
S
.
0生
活

：は

過

密

状

態 

:に
あ
る
：に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.：：ほ
と
ん
ど
人
間
的
な
結
合
.や
組
織
.を
持
た
ず
、
宿 

'命
論
的
な
孤
立
匕
»
じ
こ
.も
；
つ

て

い

る

。

彼

等

の

反

面

.に
'見
ら
れ
る
熱
狂
的
な 

享
楽
は
、
将
来
に
希
望
を
持
.つ
と
と
.の
で
#
な
い
人
：々
.の
必
.然
的
な
行
動
の
型 

を
示
し
て
.い
る
に
す
ぎ
な
い
r
.-;
'

:

'

.'
さ
て
ー
九
四
九
年
の
住
宅
建
設
法
は
、
四
年
間
に
わ
た
<>
'て
八
ー
万
戸
の
低 

家
賃
住
宅
を
建
集
す
る
目
的
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
。
し
.か
し

1
_.
-
ー

年

後

の

六 

一
年
に
、：
こ
の
計
画
を
達
成
す
る
に
は
な
.おS

O

万
戸
の
新
設
が
必
要
で
あ
る 

こ
と
を
A
F
L
H
c
i
o
が
提
案
し
た
と
き
、
ヶ
ネ
デ
ィ
政
権
は
僅
か
に 
一
0 

万
戸
の
追
如
を
■も
，っ
，て
こ
れ
に
答
え
た
^
す
ぎ
な
か
っ
た
。
第

八

章

Old 

Slums, 
N
e
w

 S
l
u
m
s

■は
、
こ
の
ょ
ぅ
な
現
状
に
お
い
て
依
然
と
し
て
残
存
す 

る
旧
い
ス
ラ
ム
と
：、
新
た
匕
生
れ
つ
つ
あ
る
住
宅
群
の
中
に
肾
入
す
る
*
H
h
e 

ctllti of poverty 

3
が
新
し
い
.ス
ラ
ム
.の
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
点 

と
を
指
摘
す
る
。
：こ
：れ
を
解
決
す
る
に
は
連
#
政
砠
.に
よ

る
更
に
大
規
模
な
住

宅
政
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
計
画
も
す
で
に
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を 

実
現
す
る
政
治
的
気
運
は
い
ま
だ
熟
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

.

:
か
く
て
著
者
は
最
後
の
第
九
章T

h
e

 T
w
o

12
;
&.
0
1
1
3
に
お
い
て
.、
.貧
困
_の 

諸
要
因
が
が
く
む
強
固
に
統
合
し
て
s Th

e

 v
i
c
i
l

 circle 
^
を

構

成
し

、
 

福
祉
国
家
の
：諧
政
策
も
、
要
ず
る
に
自
ら
の
組
谶
を
造
り
ぅ
る
者
.に
の
み
し
か• 

役
立
た
ず
、」

贫
困
者
が
向
上
の
見
込
み
を
失
，っ
て
自
己
の
殼
に
閉
じ
こ
も
っ
，て 

‘い
る
か
ぎ
り
、
彼
等
の
#
起
を
ぅ
な
が
す
前
に
ハ
先
ず
豊
か
な
社
会
の
侧
か
ら 

働
き
が
け
な
け
れ
*は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
"
両
院
合
同
委
員
会
の
研
究 

.報
告
書

.

「

低
所
得
人
口
と
.経
済
成
長」

.の
中
で
、

ロ
バ
I
ト

•
9.
'/
■
プ

マ

ン

は
. 

国
民
の一

ー.割
が
貧
.困
で
あ
る
土
推
定
し
つ
つ
も
、.
こ
れ
は
ァ
メ
リ
ガ
経
済
の
発
. 

展

：
と

共

に

減

少

し

、
：

1.

九
七
七
丨
八
七
年
に
は
1
割
程
度
に
止
ま
る
で
あ
ろ
5.
: 

と
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
経
済
成
廣
そ
の
も
の
が
生
み
だ
す
構
造
的
失
業
：
 

は
、
成
長
の
結
果
宿
動
的
に
解
消
す
る
も
の
で
'は
な
い

;
°そ
こ
■に
は
積
極
的
な 

:

政
策
的
活
泐
が
必
要
で
あ
り
:'
,
そ
の
計
圃
は
全
国
民
を
包
括
す
る
も
の
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
主
体
は
連
^
政

府

-:
^
お
い
て
^.
に
は
.求
&
ち
.れ
な
い
。
し 

..か

.し

.か
つ
，て
ニ

.

.

.
チ:1T
デ

.ィ
'
丨

ル
.：.の
..推
進
に
あ
.た
..っ：
ズ

南

部
..'€
>
保

守

勢

カ

が

，
民
. 

主
党
の
政
策
を
支
持
し
た
の
と
異
な
り
、
今
や
産
業
化
の
進
ん
だ
南
部
に
お
い 

て
は
:
低
賃
金
状
況
を
克
服
す
る
最
低
賃
金
法
の
適
用
拡
大
や
、
..と
く
に
三

〇 

年
代
.の
政
衆
に
は
含
七
れV

い
.な
扒

-:
た

71
'
火

办

：
地

位

改

善

.を

目

ざ

す

市

民

権
 

'■
筚
に
^
い
^
は
強
い
反
対
が
ん
认
、
3
.れ
が
北
部
^
共
和
党
勢
ヵ
と
密
接
に
’ 

結
合
し
て
民
主
党
政
権
の
改
革
立
法
を
未
然
に
阻
止
す
る
役
割
を
果
し
て
い

る
。
こ
れ
に
反
し
て
貧
困
対
策
を
推
進
す
る
主
要
な
政
治
的
勢
力
で
あ
る
労
働 

組

合

と

中
産
階
級
の
.自
由
主
義
者
達
と
は
、
南
部
の
保
守
勢
力
.と
共
通
の
政
党 

組
織
に
.結
合
し
V

.V
'
る
か
ぎ
り
、：

そ
の
主
張
を
実
現
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難 

で
あ
る
，
. 

.... 

•

へ
以
上
，
'本
書
の
内
容
を
处
る
べ
<«
簡
潔
に
要
約
す
る
必
要
と
，
多
少
評
者
の 

興
味
の
所
在
.に
も
影
響
ざ
れ
て
比
較
的
統

Ht
的
な
記
^
の

韵

分

.
.̂
弓

用

し

す
 

ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
著
者
の
意
図
は
む
し
ろ
統
計
的
大
量
観
察
の
背
後
に 

ひ
そ
か
貧
困
の
現
実
め
姿
私
生
き
生
き
と
画
き
出
.す
こ
と
に
む
け
ら
れ
て
お 

り
、
そ
れ
が
本
書
.の
主
要
な
魅
方
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し 

か
.し
同
時
に

-:A
p
p
e
n
d
i
x

'.
に
お
い
て
，は
、
.現
代
ァ
メ
リ
力
に
お
け
る
最
低
生 

活
費
論
争
の
数
学
的
背
景
'が
.、；

ラ
ン
プ
マ
ン
批
判
の
形
で
要
領
ょV

紹
介
さ
れ 

て
'い
各
。
.結
論
は
、
.要
す
る
に
六
0
年

代

の

初

頭

に

お

い

て

、
'
.
都

市

四

人

家

族
 

の
標
準
生
活
費
六
丨
七
〇
0
ド
ル
の
半
額
を
貧
之
線
と
規
定
し
た
場
合
、
全
ァ 

メ
リ
カ
人
0;
の

-1
割
な
い
し
.ニ
割
五
分
、
四
千
万
な
い
し
苴
千
万
の
人
々
が
、

.

「

福

祉

国k
.
J

 

'ア

メ

リ

カ

の

直

中

に

と

り

残

さ

れ

た

、
■「

も

ぅ

.
一' 

つ
の
ア
メ
リ 

力
.」

■の
^

人

に

化

し

て

、

る

と

V

ぅ

こ
'
と

て

^

る

.

.

(

四

月

ニ

十

九

日
.Am

i

 .Arbor 〉


